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妊娠半年で双子だと分かり、用心

のために実家の豊岡に帰り出産する

ことに決めました。お陰様で 2000 年

3 月、無事に男の子と女の子の双子が

生まれました。生まれた子どもたち

は小さかったので、元気で大きく

なってほしいと願って、双子用のベ

ビーカーを押してあちこちの公園や

集まりに連れて出かけてました。１

歳をすぎた頃からは毎日、雨の日も

風の日も雪の日もかっぱを着て散歩

に出かけていました。子どもたちは

好奇心旺盛で、散歩の途中アリに興

味を持ち立ち止まって観察したり、

道端の草花で花束を作って遊んでい

ました。夏は海へ海水浴、冬は山へ

そり遊びをさせたりして野外活動に

興味を持つように家族一同それなり

に努めました。

3 歳になって幼稚園に入園させるに

あたり、子どもがのびのびとさせて

もらえるような幼稚園はないかと探

していたところ、西宮の自宅の近く

の公園で遊んでいた時、同じ年頃の

子どもさんを遊ばせていたお母さん

から、「西宮北口に面白い幼稚園があ

るよ！名前は忘れたんだけど・・・」

と素足で走り回る二人を見ながら言

われました。地図で調べて次の日に

二人を連れて行ったのが公同幼稚園

との初めての出会いでした。「こんな

所に？」と思って門をくぐって中に

入っていくと、園庭のいたる所にお

だんごを作った穴がたくさんありま
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した。それを見て「ここなら・・・」

と感じました。先生（順子先生）が出

てこられて、いろいろと話を聞いて

いるうちに、「楽しそう！！」と思い

ました。子どもたちは 3 歳まで豊岡で

過ごしていましたが、公同幼稚園の

入園が決まり西宮へ帰ってきました。

入園した 7 月には、次男が生まれ毎日

慌ただしく子育てに追われていまし

た。

その翌年の冬に子どもを初めてア

イススケート場に連れて行った時、

アイスホッケーの監督さんから

「ジュニアアイスホッケークラブがあ

るから、一度体験してみない？」と言

われ、「体験なら・・・」と思い子ど

もに体験をさせたことがアイスホッ

ケーに取組むきっかけでした。

　子どもがアイスホッケーを習い始

めて分かったことですが、アイス

ホッケーは、アメリカでは、四大ス

ポーツの一つで、プロのチームが 3 0

くらいあり、とても人気が高いス

ポーツだそうです。一方、日本ではあ

まり知られていませんが、関西でも

幾つかのチームがあり、子どもだけ

でなく、大人や女性のチームもある

そうです。

　アイスホッケーとは、氷の上でス

ケートをしながら、先を曲げた棒(ス

ティック)でパック(小さな円盤)を相

手のゴールの中へ入れる競技で、一

チームは、ゴールキーパーを含めて 6

人で行います。激しいスポーツなの

で、１試合 4 5 分に何度も選手交代を

します。

　小さい小学生でも、本気で体と体

をぶつかりあって、パックを取り

合っている、激しいスポーツです。こ

の激しくぶつかりあって、パックを

取り合うところが、子どもには、とて

も楽しいようです。

　以前にこんなことがありました。

ある試合の直前に相手チームの選手

が、ほとんどみんな体が大きいから

気を付けるようにと子どもに話した

ことがあります。それまで、試合に前

向きだった息子が、プレー開始直前、

急に「頭が痛い」と言い出し、様子が

おかしいのに気づいたコーチに「休

んでおけ！」と言われ、しばらくベン

チで休むことになりました。試合中

盤頃に、息子は自分からコーチに「も

う、大丈夫なんで試合に出させて下

さい」と申し出たのですが、「今日は

出さない」と言われてしまいました。

ハーフタイムの時、私はコーチに呼

ばれ「本人はもう頭が痛くないと

言ってますが、今日の試合には出し

ません」と言われ、結局息子はその試

合に出場しませんでした。後で思っ

たのですが、コーチはその試合に、息

子の体調が悪いから出さなかったの

ではなく、息子を見て彼の不安な様

子を察して出場させなかったのだと

思います。試合の前に、彼は親の言葉

に敏感に反応し、私は彼のせっかく

のやる気を失わせてしまったのです。
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子どもの未熟さもあったと思います

が、子どもに寄り添って、そっと見守

ることの難しさと親の責任を痛感し

た出来事でした。それからは、なるべ

く「楽しんでね！」と言って試合に送

り出すように心がけています。

　それから数年後、ある大会でこん

なこともありました。決勝戦で同点

になり P S 戦(サッカーでいう P K 戦)

で、最後の一人に我が子が出しても

らえました。結果は、シュートを決め

ることができませんでしたが、後で

コーチから聞くと「彼は、自信たっぷ

りの顔つきで、真っすぐ、僕を見てい

ました。『行くか』と聞くと『はい』と

返事をしたので、最後の一人として

彼を出しました」と言われました。

コーチは本人のやる気を見逃さず、

子どもの気持ちをしっかり読み取っ

てくださったのです。このことは、本

人にとって、とても自信になったと

思います。

　幼稚園でも、先生方の声かけのタ

イミングがこれと同じだと思います。

例えば、なわとびや甲山・六甲山の山

登りにしても、子どもたち一人一人

を日常よく観察していただき、その

時々に適切な声かけをしてもらえる

おかげで、子どもたちはのびのび過

ごすことができ、また、彼らがいろい

ろなことに挑戦出来るのは、やはり

先生方が本気で子どもたちと向き

合ってくれているからだと思います。

子どもたちを信じ、その子の力を引

き出せる声かけは、本当にすごいと

改めて思います。

　幼稚園に、7 年間、三人の子どもが

お世話になりました。子どもを通園

させる中で、多くの先生方やお友達

との出会い、いろいろな体験や経験

をさせてもらいました。そんな園生

活の中で、いろいろなことに頑張っ

ていける粘り強さを養っていただい

たと思います。今後も、その出会いを

大切にして、親子共々成長していき

たいと思っています。更に、親子の絆

をいっそう深めて、お互いに自立し

て行けるように努力していきたいと

思います。

（押田　智子）
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　「過ぎし生と過ぎし日の時間を浪費した罪により、何とか詩人という名前一つを
付けているが、これは私の選択というよりは世の中が私に課した無期囚の刑罰なの
である。
　十八歳の時であれ、今であれ、私の北極星は詩である。だから、誰かが私を
運命の詩人と言わざるをえないと言う時にも、私は詩人として終わらないことを望む。言
うなれば、詩人の果てにある詩になりたい。詩人ではなく詩！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高銀）

マタイ、マルコ、ルカなどの福音書

の場合、十字架に“つけられた”イエ

スは、終始沈黙を守っています。（“つ

かまえられた”時も。）「さて、イエス

をつかまえた人たちは、大祭司カヤ

パのところに連れて行った。・・・す

ると、大祭司が立ち上がって、イエス

に言った。『何も答えないのか、これ

らの人々が、あなたに対して不利な

証言を申し立てているが、どうなの

か』・・・しかし、イエスは黙ってい

た」。（マタイによる福音書 26章 57～

63節）。その後、総督ピラトに「あな

たがユダヤ人の王であるか」と尋ね

られて「そのとおりである」と答え

（同 27章 11節）、十字架で絶命する寸

前に「エリ、エリ、レマ、サバクタニ」

と言う以外、何かを語るということ

をしません。

　ヨハネによる福音書では、十字架

につけられたイエスが、その十字架

のそばにいた、イエスの母、弟子たち

と言葉を交わします。「イエスの十字

架のそばには、イエスの母と、母の姉

妹と、クロパの妻マリヤと、マグダラ

のマリヤとが、たたずんでいた。イエ

スは、その母と愛弟子とがそばに

立っているのをごらんになって、母

に言われた、『婦人よ、ごらんなさい。

これはあなたの子です』。それからこ

の妻子に言われた『ごらんなさい。こ

れはあなたの母です』。その時以来、

この弟子はイエスの母を自分の家に

引きとった」。

　マタイによる福音書などの場合、

とらえられて処刑されるイエスの

“そば”には、母はもちろん、弟子た

ちも、だれひとり身近な人はいませ

んでした。つかまえられて処刑され

る“先生”の近くに、弟子たちが居な

かったことを（逃げ去ったことを）、

マタイによる福音書が書いたりする

のは、とりあえずそれが“事実”だっ

たからだと考えられます。イエスが

何を理由に“つかまえられ”“処刑”さ

れることになったのか、明確な理由

は示されません。征服者として統治

するピラト（ローマ総督）は、自分た

ちの目の及ぶ限り、イエスを処刑す

る理由はありませんでした。「彼らは

いっせいに『十字架につけよ』と言っ

た。しかし、ピラトは言った、『あの

人は、いったい、どんな悪事をしたの

か』」（マタイによる福音書 27章 22～
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23節などには、書かれています）。ユ

ダヤ教指導者は別で、痛いところを

突かれ、事ある毎にイエスとの衝突

を繰り返していました。ねらわれて

いた、と言えなくはないくらい、やり

合ってはいたのです。その結果、イエ

スは捕らえられ、処刑の判断を下す

ピラトの前へ連れ出された時、集

まった群衆もそれを要求し、十字架

での処刑が決まります。そんな経緯

のそんな状況でしたから、中でも群

衆の前で、イエスの仲間であること

を名乗り出ることも、認めることは

容易ではなかったということなので

す。マタイ福音書などは、そんな経緯

をありのままに伝えています。「ペテ

ロは『鶏が鳴く前に、三度わたしを知

らないと言うであろう』と言われた

イエスの言葉を思い出し、外に出て

激しく泣いた」（26章 75節）。この場

合のペテロは“裏切った”と言えなく

はありませんが、辛辣でかつ痛いと

ころを突いて止まないイエスには、

付き合いきれなかったというのが真

実に近いかも知れません。

　それなのに、ヨハネによる福音書

は“十字架につけられた”イエスのそ

の“イエスの十字架のそばに”、イエ

スの母とその姉妹たちが“たたず

み”、加えて愛弟子も“そばに立って

いた”と書かれていて、更に、十字架

の上から彼らに語りかけさえします。

“婦人よ、ごらんなさい。これはあな

たの子です。ごらんなさい。これはあ

なたの母です”と。十字架につけられ

る“理由”があるその人のすぐ近く

に、“身内”であったり、“仲間”であ

る人たちがながめるように居てしま

うことは、どうであれ不自然です。し

かし、ヨハネによる福音書は、そんな

不自然を敢えて書き残します。どん

な意図があって、それを敢えてする

のか。

　何かの理由があって、十字架につ

けられている真っ最中の人が、それ

を見守っているらしい人に、語りか

ける、などということはあり得ない

ことです。しかし事実ではなく“物

語”ということであれば、書けなくは

ありません。“なんでもあり”という

ことではなく、それでもって伝えた

い何かがあって、その結果、それが示

されるのであれば、問われるのは物

語の“聞き手（ないしは読み手）”と

いうことになります。たとえば、そん

なこととして、ヨハネによる福音書

が書いていることの一つが、3章 23節

だったりします。「過越の祭の間、イ

エスがエルサレムに滞在しておられ

た時、多くの人々は、その行われたし

るしを見て、イエスの名を信じた」。

　今はそこには居ないイエス、“イエ

スの名を信じる”それが信じるに値

することを、言葉を尽くして語りか

けるのが、ヨハネによる福音書らし

いのです。

　　　　　　　　　　（菅澤　邦明）
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　　　　　　　　　　“““““きてきてきて～♪アジサイのはなが～♪きてきてきて～♪アジサイのはなが～♪きてきてきて～♪アジサイのはなが～♪きてきてきて～♪アジサイのはなが～♪きてきてきて～♪アジサイのはなが～♪”””””

　きてきてきて～♪アジサイのはな

が～♪幼稚園の園庭にあるくすのき

広場には今、アジサイの花が見事に

花を開かせています。子どもたちと

散歩に出てもいろんなところでその

姿を見つけることができるアジサイ。

ピンク、青、紫、赤、いろんな色があ

るのも面白く、つぼみの時はその存

在にあまり気付かなかったのに、幼

稚園の外で見つけたものも嬉しそう

に報告してくれる子どもたちですそ

のアジサイを見に、くすのき広場へ

行ってみると何人かのぽっぽぐみの

子どもたちがしゃがみ込み、地面に
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向かってじーっとしていました。も

しかして～と思うとやっぱりです。

子どもたちにとってはアイドルのよ

うな存在のダンゴムシがそこにいた

のです。ツンツンと触ってみてはダ

ンゴムシが丸まる様子を楽しんだり、

そーっと捕まえては手のひらの上で

動くその姿をとても愛おしそうに見

つめているのです。そこへさんぽ・

らったぐみや、年長ぐみの子どもた

ちも加わって、『なに～？？ダンゴム

シみてるんか？』『こっちにいっぱい

おるで～♪』とすぐそばのみかんの

木の下にいるのを教えてあげていた

り、ほら！と捕まえて渡している姿

があったり、ダンゴムシという存在

を通して子どもたちの世界がどんど

ん広がり、繋がっているのです。自分

たちより大きな先輩に先輩に話しか

けられ少し緊張していたぽっぽぐみ

の子どもたちもダンゴムシに目を輝

かせ、それはそれは嬉しそうなので

す。園庭のいろんな場所でそんなふ

うにいろん関係がさりげなく作られ

ていくことが実はとても豊かである

ことに気付かされつつ、そんなふう

に関係を作る手助けをしてしまうダ

ンゴムシってすごい・・・！とも思っ

てしまうのです。

　公同幼稚園の園庭にはいろんな木

があります。冬には一旦すべての葉

を落とし、また次の春には新しい芽

を出し、今はその葉を青々と大きく

茂らせています。子どもたちの遊ぶ

のにちょうどいい木陰を作ってくれ

る木々だったりもします。そんな

木々の中でふと見上げたいちょうの

木にはもうぎんなんがすずなりに

実っています。何年か前には木が枯

れかけて、次の年にはその元気な姿

を見れるのか心配もされたいちょう

の木でしたが、その次の年もなんと

か無事に葉を茂らせ、ぎんなんも実

りました。そんなふうに実のなる木

が、オリーブや、みかん、かりんなど

いくつかあります。一年を通して葉

が出て、つぼみがつき、花が咲き、そ

して実が実る。それに気付いたり、気

付かなかったりもしますが、そこで

生命たちは静かに、ささやかに営み

を続け、子どもたちと共に同じ空間、

同じ時間を生きています。時にそん

な営みに気付き、それを見つけ感じ

られる喜びが身近にあることはとて

も幸せだったりします。今年も幼稚

園の南門にあるビワの木に実がたく

さん実りました。寒い冬に白い花を

咲かせ、実をつけ、静かにその実を大

きく成長させてきたビワの木、その

下を通るたびにその成長を見守り、

いつか自分達が味わえることを楽し

みにしてきました。どの学年も今年

も味わうことが出来たのですが、こ

れからもっと甘くなるそういう時に

カラスたちがその実をねらい、つつ

いているのです。つつかれ落ちた 実

を残念そうに見つめる子どもたち、

でもそんななか味わった実は少しま
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すずや便り　
 こんにちは。6 月に入ってやっと

気温も高くなり、過ごしやすい陽気

が続いています。

　先日、朝からベランダでバラの枝

の整理をしていると「昨日、取引先

から木を蒸した汁をもらってね。新

製品なんだって。」と、後ろから夫

の声がかかりました。

 「木を蒸した汁？？」「植物の消毒

  にいいらしいよ」「木酢液とか、

　そういう感じかな」

　「そう、木酢液って書いてあった。

　なんで知ってるの？」

　いえいえ、木酢液はずいぶん前か

ら知っていますが使いこなす自信が

なく、我が家では導入していないだ

けです。それにしても生き物系には

だすっぱい段階であっても格別な味

になってしまったりします。自分た

ちが見守ってきた一粒一粒なのです

から。どこにあるビワよりも、みんな

で味わえるその一粒が最高になって

しまう、これ以上ないという幸せそ

うな顔をして食べる子どもたちを見

ると、そんな時間が与えられている

ことに心から感謝せずにはいられま

せん。食べた後に残るビワの種、それ

を大事そうにポケットにいれる子ど

もたち、もしかしたらそこからまた

新たな生命が生まれ、そして新たな

物語が始まるのかもしれません。み

んなが味わっているビワの木も、卒

園して今は大学 2 年生になる男の子

が食べたビワの種が家で芽を出した

というのが始まりだったりするので

すから。

　子どもたちの生活のいろんな部分

がほんの小さな出来事から始まって、

それが繋がって広がり、守られてい

ることを心にとめながらこれからも

過ごしたい、そう祈る毎日です。

　　　　　　　　　　（石堂　寛子）

全く興味のない人だったのに、仕事

がらみとはいえ、横で何年もバラバ

ラと騒いでいるのを見ていると「植

物の消毒」というキーワードにひっ

かかってくれるようになるのです

ね。

　長女が「嵐の二宮クン」は格好い

いと騒ぎだしたのが 2 年前。ファン

クラブに入り、いろいろと仕入れた

知識を教えてくれるのでゲームが好

きとか、細かいことまでこちらも覚

えてしまいます。そうなると親近感

が湧いてくるので、C M に「ニノ」

が出ていても「あ、ニノだよ～」と

反応するまでに。最近は活躍の場が

多すぎてついて行くのが大変ですが

「Monster」は、いい曲です。リー
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ダーの歌が素敵♪

　自分が好きなモノや人が成長して

いくのを見たり、応援したりするの

はとても楽しいですよね。さらに身

近な人の好きなことにも興味を持つ

と、応援する範囲はどんどん広がっ

ていきます。ジャニーズだったり、

漫画だったり、それは何？と思うこ

とはたくさん。

　そんな時に食わず嫌いをしないで

誘われるままについていくと、いつ

の間にか自分の好きな分野に辿りつ

くことも。漫画は古典をモチーフに

していることが多いのでそれをきっ

かけにこちらの世界に入ってくれた

ときは格別です。そんなにきれいに

ハマることはめったにありません

が、自分のペースで好きなことを

やっていると、不思議とリンクして

きます。リンクするように呟いてみ

たりもしますが、やっぱり下心はな

いほうがいいですね。熟成期間を経

て「お、きた！」と思ったときに何

がきっかけかを聞いてみると意外な

答えが返ってくることもあり、そこ

から枝葉を広げていくともう無限の

楽しみです。（ちょっと大げさ？）

さて木酢液はいろいろな製法がある

ようですが、「木を蒸した汁」では

なさそうです。

何も知らない私にわかりやすく説明

しようと思っての言葉（にしては分

かりにくかった）だと思うので、こ

こはスルーしてぜひ試供品を試して

みたいと思っています。

　　　　　　　　　（富家　香麻里）

みかん便り　
今年の夏は暑くなりそうですね。5

月の終わりってこんなに暑かったで

すか？愛媛は暑いです。でも、京都か

ら愛媛に来てよかったです。あそこ

の夏はとても住めるような所じゃな

いんで。

5 月、ゴールデンウィークが終わっ

てから、いろいろ大変でした。恐怖で

したよ(笑)20 1 0 年はこれ以上しんど

い事、怖い事、つらい事はないと思う

ので後はのんびり生きようと思いま

す。

でも、悪い事の後は良い事がある

わけで、愛媛で知らない人はいない

「坊ちゃん劇場」の舞台を見に行きま

した。坊ちゃん劇場は松山市から少

し外れた郊外にある小さな劇場なん

ですが、今「劇団四季」や「劇団わら

び座」など、有名な劇団にかなり注目

されてる劇団らしいです。ちょっと

した事でここの支配人と仲良くなり、

舞台『ミュージカル 正岡子規』に招
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待してもらいました。歴史ものの喜

劇です。正岡子規は何年も寝たきり

の中、どうしてあのように多くの俳

句を作れたのか。松尾芭蕉の足で感

じ字に生かす俳句ではなく、視覚、聴

覚、味覚、嗅覚、触覚をフルに活用

し、感じるままを写生した子規の俳

句の数々を正岡子規の人生に沿って

感じてきました。残り少ない命を精

神力で補い、命の果てるまで懸命に

生きていく子規の物語です。涙が流

れるような悲しい部分もあるんです

が、笑いに繋いでいくため涙は出ま

せんでした。いい舞台を見せてもら

いました。たぶんこれは舞台を見な

いとイメージも全然沸かないと思う

ので、内容はこれくらいにしときま

す(笑)

やっぱり舞台はいいですね。舞台上

と客席の独特な一体感が病み付きで

す。役者とは違いますが僕も踊り子

として 1 2 年間舞台で生きたんで、

ミュージカルを見ながらも終始「い

いなぁ。あそこで踊ったら気持ちよ

さそうやのに。。」って考えてたぐら

いですから。いつも舞台の上に立っ

ていたので、観客として舞台を見る

のも良いですね。

舞台上からお客さんの顔は照明の

関係でよく見えないんですが、客席

がノって来たときの空気は肌で感じ

ます。どれだけ踊りの振りが完璧で

群踊りの息が合っていても、やっぱ

りお客さんがいないと舞台は完成し

ないものなんです。最近ちょくちょ

く他のチームのダンス L I V E を見に

行っていたんですが、あまりいい舞

台はなかったです。お客さんをほっ

たらかして、パフォーマーだけがテ

ンション上がっていくマスターベー

ションの舞台は見てる側が恥ずかし

いです。

で、この坊ちゃん劇場ですが、とて

もいい舞台でした。初心者さんも安

心して見れて、拍手も入れやすい。物

語もいいですが、間にしろ、掛け合い

にしろ、見てるお客さんに楽しんで

もらえる舞台づくりが凝っていて嬉

しかったです。参考になります。

今自分で作った「えるも」っていう

ダンスチームで活動してます。まだ

まだメンバーもいないし、踊りもま

とまっていないし、衣装もない。活動

しながらもめんどくさいことばっか

り起きてきますが、このミュージカ

ルを見て、やる気が起きました。小さ

いステージでもまた舞台に立ちたい

なぁって本気で思いました。6 月中に

は、まとまりのあるチームになるよ

う頑張っていこうと思います。やる

気十分！！！

　でゎ♪

　　　　　　　　　　（河村　高志）
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　      ２０１０年６月　あんなこと　こんなこと…
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　　　教会学校から　　　

《5月の活動報告》
◇5月2日（日）　幼稚園の畑にでかけよう！

◇5月9日（日）　“母の日”コンサート

◇5月16日（日）　津門川めぐり

◇5月23日（日）プラトンボを作って遊ぶ

◇5月30日（日）　カルタ大会（石川啄木、県名カルタ他）
　石川啄木カルタ、もったいないばあちゃんカルタをごちゃまぜにして二組に分かれての対抗戦を行いました。

　
《6月の活動予定》
◇6月6日（日）クリーン大作戦

◇6月13日（日）　花の日合同礼拝

◇6月20日（日）　お父さんたちと一緒に遊ぼう　

◇6月27日（日）　作って遊ぶ　
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　　大切な贈り物　　大切な贈り物　　大切な贈り物　　大切な贈り物　　大切な贈り物・・・・・津門川９津門川９津門川９津門川９津門川９ 33333
“““““津津津津津門門門門門川川川川川しししししらららららべべべべべ①①①①①”””””



15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教会学校５年生　杉本　悠斗）
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つ と が わ

編集後記

　　　　　　　　　　　　　

　2010 年 3 月に 130 年の歴史を閉じることになっ
た篠山市後川（しつかわ）の後川小学校の跡地
を、西宮公同幼稚園の園外活動などに使わせても
らうことになりました。6 月 1 7 日は、その最初の
日となりました。行き帰りの移動（貸し切りバ
ス）で約 3 時間、後川で過ごすのは約 4 時間です。
畑作業などで、たまに出会う地区の人たちからは
「西宮の幼稚園か？」と声をかけていただいたり
します。小学校の隣りの山田さんは、「子どもた
ちに！」と沢ガニを届けて下さって、帰りのバス
の子どもたちに手を振って見送って下さいまし
た。
　閉校時に 1 6 人いた子どもたちは、4 月からは市
街地に近い統合された小学校にバスで通っていま
す。地区の人たちの悲願で実現した、後川と市街
地をつなぐトンネルですが、4 月からは地区から
出て市街地に近い小学校に、子どもたちが通うト
ンネルになっています。
　昼間、地域の子どもたちの声が聞こえなくなっ
た後川に、たまに西宮からやってくる子どもたち
の声や姿が、嬉しいと地域の人たちはおっしゃっ
て下さっています。と、おっしゃっていただくこ
とを、少ながらず複雑な思いでお聞きしながら、
ゆっくりと時間をかけ、この“交流・つながり”
が育っていくことを願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｋ）

　先日、子どもたちと王子動物園へ行ってきまし
た。そこで目撃したフラミンゴの赤ちゃんの誕
生！卵の殻を割って出てきた瞬間に立ち会ったの
です！一瞬、弱っているかのように見えたけれ
ど、親フラミンゴが嘴でつつくと動きだし！大歓
声でした。フラミンゴ、また近いうちに会いに行
かねば！です♪お近くの方はぜひ！
 　　　　　　　　　　　  　　　　　  （Ｉ）

　5 月に誕生日を迎え、2 0 代後半に突入しまし
た。嬉しい様な、嬉しくないような複雑な心境
です。でも、誕生日にはいろんな人からお祝の
言葉をかけてもらい、こうしてまた新しい 1 年
を迎えられて幸せな気持ちになりました。1 年
に 1 度、誕生日だけにしかメールが来ない友人
がいます。今年もメールを送ってくれました。
1 年に 1 度でも思い出してもらえる日があるっ
て嬉しいです。支えて下さる周りの人たちに感
謝の一日になりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｙ）

無性に本が読みたくなる時とほとんど読まな
い時があります。今は前者の方で～。ぶらぶらと
本屋に行っておもしろそうなものを自分で見つけ
るときもあれば、周りの方にオススメしてもらっ

て出会う本もあります。
『センスオブワンダー』はその中の１冊です。
読みながらこれまでの公同での日々が頭に浮か
び、読み終えるとなんだかとても新鮮な思いにな
りました。読んだ後、子どもたちと雨の日に散歩
にでかけました。それまで少し憂鬱だった雨の
日、雨音を聞いたり水溜まりを眺めたり♪テルテ
ルボウズ～と口ずさんだり、紫陽花がいつもより
も美しく見えたり～子どもたちと過ごす雨の日に
ウキウキしました。そんな思いを抱かせてくれた
この１冊にそして子どもたちに感謝します。
さて～次は何を読もうかな♪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｎ）

　南アフリカでワールドカップサッカーが始まっ
た。実は南アフリカはあまり「遠く」には感じら
れない。2 0 0 1 年夏、香港を経て 3 0 時間、ヨハネ
スブルグに飛び、1 年に 1 ケ月だけ春先に花が咲
き誇る場所を案内されて 1 0 日間の旅をした。こ
んなところに来ることができるなんて、と当時し
みじみと思ったものだった。花はいつどこでその
年に咲くかわからない、でも訪れる先々満開とい
う幸運に恵まれたが、多種の花の中、ガザニアの
大輪には驚いたものだった。余談だけれど花が大
きい分、なめくじの大きさも並みのものではなく
～。
　5 月 3 0 日から 1 日まで船中泊一泊を入れて東京
七島のひとつ三宅島へ。2 0 0 0 年の 6 月に噴火、全
島避難を経て帰島、その後住む人は減りはしたも
ののただただ島を愛する人たちがそこで今日を生
きておられる。家の玄関先に、学校で役場で、道
すがら目に入るのがガザニア。現地では違う名前
を言われていたが帰島の折に届けられ、植えられ
た花のひとつ。とにかく島に着いてからずっと目
にしては気になり続けたのだけれど、南アフリカ
で寒く長い冬を経て輝くように咲く花畑を目にし
た時の感動を、三宅島の訪問でその思いを新たに
した。場所があれば必ず大輪をつける花だ。朝４
時過ぎには火山灰ガスの状況のレベルが放送され
ていた三宅島、今日は？明日は？。音楽を届ける
プロジェクトの演奏会が終わったあと、ピアノそ
して打楽器奏者のお二人に「すごかった」「びっ
くりした」とにこやかに伝えていた子どもたちの
顔が思い出される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｊ）


